説教「平和の神」
聖書：フィリピ４：８―９

8 終わりに、兄弟たち、すべて真実なこと、すべて気高いこと、すべて正しいこと、すべて清いこと、すべて愛すべきこと、すべて名誉なことを、また、徳や称賛に値することがあれば、それを心に留めなさい。
9 わたしから学んだこと、受けたこと、わたしについて聞いたこと、見たことを実行しなさい。そうすれば、平和の神はあなたがたと共におられます。

要旨
　８節で、「終りに」という言葉が出てきます。パウロは本来この手紙をここで終わろうとしたに違いありません。そして、挨拶の文（２１節以下）を続けてこの手紙を閉じて終わる気持ちであったのですが、１０－１９節を思い出して挿入したのだと想像できます。
　この８－９節で、主として二つのことを学ぶことができます。第一はパウロの勧めです。彼はここで、「心に留めて」「実行しなさい」と命じます。第二は、その結果招来するのは平和であるという約束です。

　「心に留めなさい」と勧められますが、この言葉は単に考える、あるいは思い浮かべる、ということ以上に心の動きを表わしています。つまり、計算した結果評価するとか、頭の中で真剣に考え抜く、心砕いて慎重に思う、などという意味があります。

　そのように考えるべきこととして、ここで６プラス２、合計八つの内容が列挙されています。ここに挙げられている事柄はそれぞれ丹念に学べばそれだけ多くを学べるのですが、今回は簡潔に語りたいと思います。

　パウロはまず６個の、心の留めるべき主題を挙げています。ここには、「すべての」「・・・はなにごとでも」を表わす小さな言葉がおのおのに付加されています。

　まず第一。「真実なことは何でも」。パウロがここで挙げている「真実」は聖書の中ではとても一般的な用語です。真実さは、今日懐疑的に見られています。時代や状況が変われば、以前真実であるとみなされていた事柄がそうではないとみなされる。実際、今日、恒久的に真実なものなどないと思われています。真実は真理に通じますが、真理もまた信用されていません。真理などというだけで嘲笑されかねない時代です。今は民主主義の時代ですが、政治的真理など民衆の意向で、白とみなされたり、黒とみなされたりします。真実はうつろい行くものだと考えられています。真実は不人気です。今や真理など顧みられなくなってきています。
　しかし、本当にそうなのでしょうか。聖書は断固真理があると語ります。キリストは真理の主であり、神の言葉は今もって真理でありつづけています。神の言葉の真理は不動です。真実はあります。

　聖書の中に神の真理は明らかに語られていて、聖書に真実なことが見出されます。そのすべてに心を集中させるべきなのです。このために、私たちは聖書にある神に言葉を継続的に、忍耐しつつ探求していかなければなりません。長く追い求めていけば真実なことを発見することができます。信仰は継続が重要です。継続して学んでいけば、私たちは真理に達することができます。真実は虚構などではありません。
　第二。気高いこと。高尚なこと、尊厳に値すること、あるいは、時に、聖い、名誉なことも意味しています。気高いことなど現在社会では一部の人の特質と考えられているかもしれません。かつては貴族階級などに所属する人の特性だとみなされ、私たちのような一般人には縁のないものと見られがちでした。しかし、キリスト信者はレベルの低い俗っぽい、この世的なものではなく、気高いものとは何かを真剣に追い求める必要があります。気高さ、高貴さはキリスト者の固有の性格です。

　第三。正しいこと。正義です。社会的に正義は今日あまり顧みられていません。たとえ悪であっても勝てばいいのだ、とか、正義などどうでもいい、金儲けになればそれがすべてだと思う人がなんと多いことでしょうか。金銭を追い求め、財を成すことが至福を獲得する手段だと思う人が蔓延しています。正義は踏みにじられ、一部の人だけが大きな益を獲得する社会では正義は踏みにじられています。

　第四。清いこと。純粋で混じりけがない。純粋な心はうぶで未熟な心と同義だと思われ、顧みられません。道徳的な純粋さなど価値がないかのように扱われます。しかし、心の純粋さは真実にキリスト者によって追い求められるべき徳目です。

　第五。愛すべきこと。喜ばしく、あるいは、そう思われるもの。誰もが受け入れられることを指しています。厳格で威厳さを伴うような特性ではありません。

　第六。名誉あること。健全な、あるいは、めでたいという意味もあります。

　さらにパウロは、徳つまり道徳性と、称賛に値すること＝賛美を心に深く思い浮かべるように求めます。神を賛美することは礼拝です。神を礼拝することの関わるあらゆることを心に留めよ、といいます。
パウロがここで挙げていることは、パウロの時代でも、建前では重視されたり、重視すべきだと思われていましたが、しかし、どれもこれも実質的には軽んじられていました。代わりに、立身出世、利得、あるいは蓄財や高収益が追及されました。どんなひどいことをしても勝てばいいのだ、あるいは、人を押しのけてでも自分だけよければいいのだという利己主義が人の心を占領しています。パウロが挙げているような特質を心に思い浮かべることは、浮世離れしていると嘲弄されました。それは今日でも同じではないでしょうか。心に思い浮かべることは、確かに世間一般と同調することではありません。だから、そこにキリスト者の生きるべき道があるのです。
　そして、パウロは彼から学んだこと、受けたこと、パウロについて聞いたこと、見たことを実行せよと語ります。これだけ読めばパウロはなんと傲慢な人間だと勘違いします。パウロとて欠陥のある人間です。そのことを一番よく知っていたのはパウロ自身です。彼はかつてはキリスト教会の迫害者でした。パウロは自分のことを何でもかんでも真似をしろなどと言っているのではありません。

　当時の教会はまだ未熟な段階でした。誰かが模範となって道を示していく必要がありました。だから、パウロはここでわたしに倣えといっているのだと理解すべきです。そして、パウロはやみくもに自分に倣えといっているのではありません。パウロは神の言葉に従って生きようとしていました。その点では彼は自分をいやしめる必要はありませんでした。胸を張って神の言葉にしたがって生きていくキリスト信者でした。だから、わたしに倣えと言い切れたのです。

　何でもかんでも無条件にパウロにように生きよというのではなく、神を畏れ、神に心から献身的に従うところに関しては倣えというのです。私たちもそのような面ではパウロと同じです。キリスト者なら誰もがそれをすることができます。そして、私にならって生きてほしいということができます。

　パウロは、このように心に留めて実行しなさいと語ります。どんな高尚な教えがあっても、高度の学問的な内容を学んでもそれを実行しなければ意味がありません。言行一致は宗教者が信頼される根本的な基礎です。心に思い、キリストから教えられた神知識は実践されなければなりません。そうでなければむなしくなります。

　このようにして、心で真剣に考え、それを実行していくときに、そのキリスト者に「平和」が約束されます。７節でもそうでした。

　「平和」は聖書の中で何度も出てきます。聖書の宗教が目指すものは何か。それは「平和」であると言い得ます。旧約聖書ではシャーローム、新約聖書でエイレーネーという単語はどれくらい多く出てきているでしょうか。数え切れないほどです。それほど聖書は「平和」を追求します。しかし、この「平和」もまた顧みられなくなってきています。聖書でいう平和は単に「戦争のない状態」ではないと言われます。その通りです。今日、人がイメージする平和はせいぜい争いのない状態でしかありません。言い換えれば休戦状態です。しかし、そのような平和はきわどい平和であり、崩壊寸前の平和でしかありません。今日ほど平和が追い求められ、そして、平和が存在しない時代はないのではと思います。

　まことの平和はどこから来るのか。聖書のいう平和とは何か。そして、それはどのようにして実現するのか。この問は極めて重要であり、しかしながら、これほど、多くの人が諦めているものはないでしょう。

　聖書のいう平和は、単なる力（軍事力、経済的力）の均衡によってもたらされるような平和ではありません。それは人間が作り出せる平和ではありません。

　平和がない状態は、個人のレベルでも起きています。多くのキリスト者でさえも心の平安を喪失しています。むしろつねに動揺しているのが現実です。そして、大きくは国際政治においても平和が欠けています。個人のレベルと国家間のレベルとは違うと思う人がいると思いますが、私はそうではないと思います。

　平和は神が共にいますところで成り立っています。神の平和があるところで心はしっかりと立ちます（７節）。神がもたらす平和のあるところでこそ私たちはまことの平和を手にします。平和の神があるところでは、わたしたちは真実変わることのない不動の平和を与えられます。この平和は神から来るもの、神が共にいますところでしかその平和はありません。平和は神なしにありえません。キリスト者こそこの平和の享受者です。(おわり)
